
   

 
 

四之宮地区こども交通安全体験教室  
～地域で守り育てる四之宮の子供たち～

 

四之宮地区 「四之宮地区団体連絡協議会」 

令和２年度 課題解決推進事業交付金 活用事例 

「事業目的」 
大野小学校で行う交通安全教室（１，３，５年生が対

象）で抜けてしまっている小学２年生が自転車走行や歩

行マナーを学ぶ機会を地域として設けることで、児童の

交通安全対策を地域でも協力して進めていく。 

「事業の内容」 
 希望する地域の小学２年生を教習所（湘南モータースク

ール）まで新型コロナウィルスの感染に配慮した貸切バス

で送迎し、教習所コースを使った自転車講座や、歩行者の

道路の渡り方教室を体験してもらう。 

 
体験内容・・・自転車に乗った時の一旦停止訓練、信号機

のある交差点の横断歩道の渡り方、歩道の無い道路の歩行

の仕方、歩行者や自転車運転者の立場を体験出来るシュミ

レーターを搭載した県警の交通安全教育車の体験 

「事業の成果」 
 小学校の交通安全教室の狭間の学年である小学２年生

に対し、地域として交通安全の重要性を学ぶ機会を設け

ることが出来たことは大変意義があった。小学２年生は

一般に自転車に乗れるようになることで大きく行動範囲

が広がることが多いが、交通ルールを理解出来ていない

部分も多く、事故の危険性が危惧される年齢である。 

今回の取り組みを通して、地域内の子ども達の安全を守

れることに繋げられたら良いと思っている。 

「交付金の活用内容」 
送迎バスの借用 


